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(54)【発明の名称】 超音波画像表示方法、超音波診断装置および超音波探触子

(57)【要約】
【課題】  撮像対象の手前側部分と奥側部分とを判別で
きるようにする。
【解決手段】  超音波診断装置１００は、振動子配列面
の片側に拡散レンズ１が取り付けられた超音波探触子１
０と、送受信部２と、Ｂモード処理部３と、ＤＳＣ４
と、表示装置５とを具備している。超音波探触子１０
は、該超音波探触子１０の把持部１１の中心軸ＺＬに対
して非対称の厚みを有する感度領域Ｓ１，Ｓ２を形成す
る。
【効果】  手前側部分と奥側部分とを、画面上での動き
の速さの違いによって判別できるようになる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波探触子を立てた姿勢にしたときに
把持部の中心を縦に貫く中心軸に対して感度領域が非対
称に分布する超音波探触子で撮像対象を走査し、走査面
の動きに追従して変化する超音波画像を生成し、その超
音波画像を表示することを特徴とする超音波画像表示方
法。
【請求項２】  請求項１に記載の超音波画像表示方法に
おいて、前記非対称の感度領域は、前記超音波探触子の
厚み方向について非対称であることを特徴とする超音波
画像表示方法。
【請求項３】  超音波探触子を立てた姿勢にしたときに
把持部の中心を縦に貫く中心軸に対して非対称の感度領
域を有する超音波探触子と、その超音波探触子を用いて
被検体内を走査し超音波画像を生成する超音波画像生成
手段と、走査面の動きに追従して変化する超音波画像を
表示する走査面追従超音波画像表示手段とを具備したこ
とを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】  請求項３に記載の超音波診断装置におい
て、前記超音波探触子には、前記中心軸から見て非対称
に超音波を拡散させる拡散レンズと，拡散スリット板
と，音線集束用音響レンズとのうちいずれかが取り付け
られたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】  超音波探触子と、その超音波探触子の把
持部の中心を貫く中心軸に対して非対称の感度領域を形
成した状態で被検体内を走査し且つその走査面を動かす
走査手段と、前記走査の結果に基づいて超音波画像を生
成する超音波画像生成手段と、前記走査面の動きに追従
して変化する超音波画像を表示する走査面追従超音波画
像表示手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項６】  請求項３から請求項５のいずれかに記載
の超音波診断装置において、前記非対称の感度領域は、
前記超音波探触子の厚み方向について非対称であること
を特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】  超音波探触子を立てた姿勢にしたときに
把持部の中心を縦に貫く中心軸に対して非対称の感度領
域を有することを特徴とする超音波探触子。
【請求項８】  請求項７に記載の超音波探触子におい
て、前記非対称の感度領域は、前記超音波探触子の厚み
方向について非対称であることを特徴とする超音波探触
子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波画像表示方
法、超音波診断装置および超音波探触子に関し、さらに
詳しくは、撮像対象の手前側部分と奥側部分とを判別し
得る立体感を持った超音波画像を表示する超音波画像表
示方法、超音波診断装置および該超音波診断装置に好適
な超音波探触子に関する。
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【０００２】
【従来の技術】図８は、従来の超音波診断装置の一例を
示す構成図である。この超音波診断装置５００におい
て、拡散レンズ５１が取り付けられた超音波探触子１０
および送受信部２は、被検体に超音波パルスを送信し、
超音波エコーを受信し、音線信号をＢモード処理部３に
渡す。前記Ｂモード処理部３は、Ｂモード画像用データ
を生成して、ＤＳＣ（Digital Scan Convertor）４に渡
す。前記ＤＳＣ４は、Ｂモード画像用データを画像化し
て超音波画像を生成し、その超音波画像を表示装置５に
渡す。前記表示装置５は、前記超音波画像を画面に表示
する。
【０００３】図９に示すように、前記拡散レンズ５１
は、超音波探触子１０の厚み方向に超音波を拡散させる
ための付加的な音響レンズである。すなわち、拡散レン
ズ５１を取り付けていない状態では、走査方向（ｘ方
向）と垂直な方向（ｙ方向）に狭い感度領域Ｓ’となる
が、拡散レンズ５１を取り付けた状態では、前記超音波
探触子１０の把持部１１の中心を貫くｚ方向の中心軸Ｚ
Ｌから見て対称で且つ走査方向と垂直な方向に広い感度
領域Ｓ５１となる。この結果、例えば羊水中の胎児Ｆの
全体が感度領域Ｓ５１に入っている。θは、前記中心軸
ＺＬの周りに前記超音波探触子１０を首振りさせたとき
の回転角である（走査方向をｘ方向としたときを０°と
する）。なお、この種の超音波探触子は、厚み方向拡散
プローブと呼ばれることがある。
【０００４】図８の中心軸ＺＬの周りに前記超音波探触
子１０を操作者が首振りさせると、透視したように見え
ている胎児Ｆの全体像が揺動し、これにより前記胎児Ｆ
の全体像から立体感が得られる。図１０に、前記超音波
探触子１０を回転角θ＝０の付近で左右に首振りしたと
きの走査状態を例示する。速さＶ’は、厚み方向に見た
感度領域Ｓ５１の両側の外縁が胎児Ｆに対して動く速さ
であり、等しい。図１１に、図１０の走査状態に対応し
て表示される超音波画像Ｉ５１を模式的に例示する。前
記感度領域Ｓ５１の一方の外縁近傍に入る脚部Ｌと、前
記感度領域Ｓ５１の他方の外縁近傍に入る頭部Ｈは、同
等の速さＶａ’で揺動する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記従来の超音波診断
装置５００では、超音波探触子１０を首振りさせて、立
体感が得られる超音波画像Ｉ５１を表示する場合、撮像
対象の手前側部分と奥側部分とを判別し難い問題点があ
る。すなわち、図１１の例では、胎児Ｆの脚部Ｌと頭部
Ｈとが、部分的に重畳した状態で、同等の速さＶａ’で
揺動するので、両者を判別し難い。そこで、本発明の目
的は、撮像対象の手前側部分と奥側部分とを判別し得る
立体感を持った超音波画像を表示する超音波画像表示方
法、超音波診断装置および該超音波診断装置に好適な超
音波探触子を提供することにある。
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【０００６】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、超音波探触子を立てた姿勢にしたときに把持部の中
心を縦に貫く中心軸に対して感度領域が非対称に分布す
る超音波探触子で撮像対象を走査し、走査面の動きに追
従して変化する超音波画像を生成し、その超音波画像を
表示することを特徴とする超音波画像表示方法を提供す
る。上記第１の観点による超音波画像表示方法では、非
対称の感度領域を有する超音波探触子で撮像対象を走査
するので、超音波探触子を首振り又は回転させて撮像対
象に対する走査面の角度を変化させたとき、把持部の中
心軸から見て、相対的に広い側の感度領域の外縁近傍
と，相対的に狭い側の感度領域の外縁近傍とが、撮像対
象に対して異なる速さで動くこととなる。この結果、透
視したような立体感を持った超音波画像内で、撮像対象
の手前側部分に相当する画像範囲と、撮像対象の奥側部
分に相当する画像範囲とが異なる速さで動くこととな
る。すなわち、画面上での動きの速さの違いによって、
撮像対象の手前側部分と奥側部分とを判別することが可
能となる。
【０００７】第２の観点では、本発明は、前記第１の観
点の超音波画像表示方法において、前記非対称の感度領
域は、前記超音波探触子の厚み方向について非対称であ
ることを特徴とする超音波画像表示方法を提供する。上
記第２の観点による超音波画像表示方法では、超音波探
触子の厚み方向について感度領域を非対称としただけな
ので、画面横方向についての超音波画像の視野は従来と
同じに出来る。
【０００８】第３の観点では、本発明は、超音波探触子
を立てた姿勢にしたときに把持部の中心を縦に貫く中心
軸に対して非対称の感度領域を有する超音波探触子と、
その超音波探触子を用いて被検体内を走査し超音波画像
を生成する超音波画像生成手段と、走査面の動きに追従
して変化する超音波画像を表示する走査面追従超音波画
像表示手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装
置を提供する。上記第３の観点による超音波診断装置で
は、前記第１の観点による超音波画像表示方法を好適に
実施できる。
【０００９】第４の観点では、本発明は、前記第３の観
点の超音波診断装置において、前記超音波探触子には、
前記中心軸から見て非対称に超音波を拡散させる拡散レ
ンズと，拡散スリット板と，音線集束用音響レンズとの
うちいずれかが取り付けられたことを特徴とする超音波
診断装置を提供する。上記第４の観点による超音波診断
装置では、超音波探触子に、拡散レンズと，拡散スリッ
ト板と，音線集束用音響レンズとのうちいずれかを取り
付けることで、把持部の中心軸から見て非対称に超音波
を拡散させるので、超音波探触子本体は従来の構成のま
ま、非対称の感度領域を形成することが出来る。
【００１０】第５の観点では、本発明は、超音波探触子
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と、その超音波探触子の把持部の中心を貫く中心軸に対
して非対称の感度領域を形成した状態で被検体内を走査
し且つその走査面を動かす走査手段と、前記走査の結果
に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成手段
と、前記走査面の動きに追従して変化する超音波画像を
表示する走査面追従超音波画像表示手段とを具備したこ
とを特徴とする超音波診断装置を提供する。上記第５の
観点による超音波診断装置では、撮像対象の手前側部分
と奥側部分とを判別し得る立体感を持った超音波画像を
表示することが可能となる。また、電子的に走査面を動
かすので、超音波探触子を動かす必要がなくなり、被検
体に不快感を与えることを防止すると共に、操作者の負
担を軽減できる。
【００１１】第６の観点では、本発明は、前記第３の観
点から前記第５の観点のいずれかの超音波診断装置にお
いて、前記非対称の感度領域は、前記超音波探触子の厚
み方向について非対称であることを特徴とする超音波診
断装置を提供する。上記第６の観点による超音波診断装
置では、前記第２の観点による超音波画像表示方法を好
適に実施できる。
【００１２】第７の観点では、本発明は、超音波探触子
を立てた姿勢にしたときに把持部の中心を縦に貫く中心
軸に対して非対称の感度領域を有することを特徴とする
超音波探触子を提供する。上記第７の観点による超音波
探触子は、前記第３の観点による超音波診断装置に用い
る超音波探触子として好適である。
【００１３】第８の観点では、本発明は、前記第７の観
点の超音波探触子において、前記非対称の感度領域は、
前記超音波探触子の厚み方向について非対称であること
を特徴とする超音波探触子を提供する。上記第８の観点
による超音波探触子は、前記第３の観点による超音波診
断装置に用いる超音波探触子として好適である。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、図に示す実施の形態により
本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本発
明が限定されるものではない。
【００１５】－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置を示す構成図である。この超音波診断装置１００は、
振動子配列面の片側に拡散レンズ１が取り付けられた超
音波探触子１０と、送受信部２と、Ｂモード処理部３
と、ＤＳＣ４と、表示装置５とを具備している。前記超
音波探触子１０は、該超音波探触子１０の把持部１１の
中心を貫くｚ方向の中心軸ＺＬに対して非対称の厚みを
有する感度領域Ｓ１，Ｓ２を形成する（この点について
は、後で詳しく説明する）。
【００１６】図２は、超音波探触子１０の説明図であ
る。この超音波探触子１０の振動子配列面の片側には、
拡散レンズ１が取り付けられている。この拡散レンズ１
は、超音波探触子１０の厚み方向に超音波を拡散させる
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ための付加的な音響レンズである。すなわち、前記中心
軸ＺＬから見て前記拡散レンズ１を取り付けた側の感度
領域Ｓ１は走査方向（ｘ方向）と垂直な方向（ｙ方向）
に広がるのに対し、前記拡散レンズ１を取り付けない側
の感度領域Ｓ２はほとんど広がらない。この結果、例え
ば羊水中の胎児Ｆの全体が感度領域Ｓ１，Ｓ２に入って
いる。θは、前記中心軸ＺＬの周りに前記超音波探触子
１０を首振りさせたときの回転角である（走査方向をｘ
方向としたときを０°とする）。
【００１７】図２の中心軸ＺＬの周りに前記超音波探触
子１０を操作者が首振り（元の回転角に戻さない回転で
もよい）させると、透視したように見えている胎児Ｆの
全体像が揺動し、これにより前記胎児Ｆの全体像から立
体感が得られる。図３に、前記超音波探触子１０を回転
角θ＝０の付近で左右に首振りしたときの走査状態を例
示する。速さＶ１は、厚み方向に見た感度領域Ｓ１の外
縁が胎児Ｆに対して動く速さである。速さＶ２は、厚み
方向に見た感度領域Ｓ２の外縁が胎児Ｆに対して動く速
さであり、前記速さＶ１より低速である。図４に、図３
の走査状態に対応して表示される超音波画像Ｉ１を模式
的に例示する。前記感度領域Ｓ１の外縁近傍に入る脚部
Ｌが揺動する速さＶ１ａよりも、前記感度領域Ｓ２の外
縁近傍に入る頭部Ｈが揺動する速さＶ２ａの方が低速と
なる。このように画面上で揺動する速さの違いから、手
前側と奥側に分かれて存在する脚部Ｌと頭部Ｈとを判別
することが可能となる（観察者の主観によって、どちら
を手前側と見なしてもよい）。
【００１８】以上の第１の実施形態にかかる超音波診断
装置１００によれば、非対称の感度領域Ｓ１，Ｓ２を形
成する超音波探触子１０を首振り又は回転させること
で、撮像対象の手前側部分と奥側部分（図４の例では胎
児Ｆの脚部Ｌと頭部Ｈ）とで、画面内を揺動する速さを
異ならせることが可能となり、両者を容易に判別できる
ようになる。
【００１９】なお、前記超音波探触子１０に前記拡散レ
ンズ１を取り付ける代わりに、次の（１）～（３）の構
成を用いてもよい。
（１）図５に示すように、ｘ方向に長く，ｙ方向に短か
く，少なくとも片側がｚ方向に傾斜するように穿設され
たスリットを有するスリット板２１が取り付けられた超
音波探触子１０を用いてもよい。この場合、前記スリッ
トのｚ方向の傾斜により、厚み方向に非対称の感度領域
Ｓ１，Ｓ２が形成される。
（２）図６に示すように、ｙ方向に音線を集束する音線
集束用音響レンズ３１を片側に取り付けた超音波探触子
１０を用いてもよい。この場合、前記音線集束用音響レ
ンズ３１を取り付けない側の感度領域Ｓ１の厚みが、前
記音線集束用音響レンズ３１を取り付けた側の感度領域
Ｓ２の厚みより大きくなる。
（３）超音波探触子の各振動子を、それらによる送受波*
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*面が把持部１１の中心軸ＺＬの直交面に対して傾斜する
ように配列してもよい。
【００２０】また、超音波探触子１０を手動で首振り
（または回転）する代わりに、モータの駆動力などを利
用して、自動で首振り（または回転）してもよい。この
種の自動首振り機構は、例えば特開平１０－２４０３６
号公報に開示されている。
【００２１】－第２の実施形態－
図７は、本発明の第２の実施形態にかかる超音波診断装
置を示す構成図である。この超音波診断装置２００は、
２次元アレイ型超音波探触子２０１と、走査面厚み設定
部２２ａと、走査面回転角変更部２２ｂと、走査面制御
部２３と、送受信部２４と、Ｂモード処理部３と、ＤＳ
Ｃ４と、表示装置５とを具備している。
【００２２】前記２次元アレイ型超音波探触子２０１
は、２次元配列された振動子を有し、各振動子に加わる
駆動パルスが調整されることで任意の方向に超音波パル
スを送信し得る。前記走査面厚み設定部２２ａは、所望
の非対称の感度領域Ｓ１，Ｓ２を合わせた厚みとなるよ
うに走査面の厚みを設定する。前記走査面回転角変更部
２２ｂは、走査面の回転角θが連続的に変化するように
回転角を順次変更する。前記走査面制御部２３は、前記
設定された走査面厚みとなるように且つ前記設定された
回転角θとなるように指示する制御信号を前記送受信部
２４に与える。前記送受信部２４は、前記制御信号に応
じて、遅延させた（あるいは遅延させない）駆動パルス
を、前記２次元アレイ型超音波探触子２０１の各振動子
に供給する。
【００２３】以上の第２の実施形態にかかる超音波診断
装置２００によれば、２次元アレイ型超音波探触子２０
１に供給する駆動パルスを制御することで、非対称の感
度領域Ｓ１，Ｓ２を形成すると共に走査面の回転角θを
変更できるので、超音波を厚さ方向に拡散させるための
拡散レンズ（図１の１）などが不要となる。また、２次
元アレイ型超音波探触子２０１を首振りさせたり，回転
させたりする必要がないから、被検体に不快感を与える
ことを防止すると共に、操作者の負担を軽減できる。
【００２４】
【発明の効果】本発明の超音波画像表示方法、超音波診
断装置および超音波探触子によれば、非対称の感度領域
を有する超音波探触子で走査を行うので、超音波探触子
を首振りさせたり回転させたときに、視線方向の手前側
部分と奥側部分とを、画面上での動きの速さの違いによ
って判別し得る超音波画像を表示できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置を示す構成図である。
【図２】図１の超音波診断装置における超音波探触子の
感度領域を示す説明図である。
【図３】図１の超音波診断装置における超音波探触子を
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首振りしたときの走査状態を示す模式図である。
【図４】図３の走査状態に対応して表示される超音波画
像を示す模式図である。
【図５】非対称の感度領域を形成した超音波探触子を示
す説明図である。
【図６】非対称の感度領域を形成した超音波探触子を示
す別の説明図である。
【図７】本発明の第２の実施形態にかかる超音波診断装
置を示す構成図である。
【図８】従来の超音波診断装置の一例を示す構成図であ
る。
【図９】走査方向と略垂直な方向に広い感度領域を有す
る超音波探触子の説明図である。
【図１０】図８の超音波診断装置における超音波探触子
を首振りしたときの走査状態を示す模式図である。
【図１１】図１０の走査状態に対応して表示される超音
波画像を示す模式図である。
【符号の説明】 *

8
*１００，２００  超音波診断装置
１              拡散レンズ
２，２４        送受信部
３              Ｂモード処理部
４              ＤＳＣ
５              表示装置
１０            超音波探触子
１１            把持部
２１            スリット板
２２ａ          走査面厚み設定部
２２ｂ          走査面回転角変更部
２３            走査面制御部
３１            音線集束用音響レンズ
２０１          ２次元アレイ型超音波探触子
Ｆ              胎児
Ｓ１，Ｓ２      感度領域
ＺＬ            中心軸
θ              回転角

【図１】 【図４】
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【図２】 【図３】

【図５】 【図６】

【図１０】
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【図７】

【図８】 【図１１】
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【図９】
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